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【序論】 二酸化チタン(TiO2)は光触媒材料の一つとして使用されてきたが、その反応メカニズ

ムは原子レベルでは未解明な部分が多い。光触媒反応は材料表面で起こると考えられているため、

表面の構造や物性を原子レベルで理解することがメカニズム解明へ向けて非常に重要である。ル

チル型 TiO2(110)は非常に安定な表面であることから、これまでに様々な研究が行われており、そ

の中で(1×1)構造や(1×2)構造など様々な再構成表面が存在することが報告されている[1]。しかし、

ルチル型 TiO2(110)の基本構造であり、さらに試料作製の手法が確立されている(1×1)構造が主な

研究対象となっていた。一方、(1×2)構造は、(1×1)構造から酸素脱離によって生じると考えられ

ているが、単一の再構成表面の作製の難しさから(1×1)構造と比較するとあまり理解は進んでい

なかった。また、単一の(1×2)再構成表面の観察はいくつかの報告[2][3]があるが、(1×1)構造から(1

×2)構造への遷移過程について詳細に調査した報告例はなかった。そこで、非接触原子間力顕微

鏡(NC-AFM)と走査トンネル顕微鏡(STM)、低速電子線回折法(LEED)を用いて、(1×1)構造から(1

×2)構造への遷移過程の観察を行った。 

【実験と結果】 Nbドープ(0.05 wt%)のルチル型 TiO2(110)基板に対して、Ar スパッタとアニー

ルを繰り返し行うことで、試料作製を行った。試料作製途中には、LEED 測定と NC-AFM観察及

び STM観察によって試料表面の状態の確認も行った。(1×

1)構造から(1×2)構造への LEED パターンの変化を確認し

た後に、Fig.1のような NC-AFM 像が得られた。Fig.1 より、

(1×1)構造と(1×2)構造が混在していることがわかった。

Fig.1 の状態からさらに Ar スパッタとアニールを施すこと

で、(1×2)構造の面積が拡大した。これは、酸素脱離により

(1×1)構造から(1×2)構造へ遷移したことを示している。 
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Fig.1  NC-AFM image of the 

rutile TiO2(110) surface which the 

(1×1) and the (1×2) coexist 
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